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活動指標（アウトプット指標①）

活動指標（アウトプット指標②）

活動指標（アウトプット指標③）

終期設定 有（　　　　令和10年度　　　　　）　・ 無

避難所指定体育館の空調整備
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見直し結果

（一般） 548,460（起債） 2,580,100

75% 85%
85%以上
【7年度】

学校環境の改善を図ることで、R5調査に
おいてふるさとの良さを「感じていな
い」生徒のうち、3年で半数を「感じてい
る」に転ずることを目標として設定

設定の考え方
最終目標

実 施 方 法 直執行 委　託 補　助 その他(　　　　　) 実施主体等

事 業 区 分 国補助事業 県単独事業

各県立学校

ﾚﾋﾞｭｰ項目
(事業名)

県立学校施設の環境充実事業
（選択教室の空調整備等）

部（局） 教育委員会事務局

所管課 財務課

担当班 学校経理・整備班

連絡先 5686

開 始 年 度 令和５年度 終 了 年 度 令和10年度 関連計画等

事業目的
選択教室や体育館の空調整備、発展的統合に伴う整備等を行い、学校施設の環境改善を図り、学校への愛
着を形成し、シビックプライドを醸成する。

事業概要

①少人数教育等で利用が増加する選択教室の空調を整備する（R5～10年度で510室）
②避難所運営における被災者の熱中症対策等の観点から、空調が未整備の避難所指定体育館への空調整備
を早期に実施する
【整備対象：52校】
　・特別支援学校９校
　・高等学校　　43校（政令市３校、中核市各２校、
　　　　　　　　　　　その他市町(32市町)各１校）
　※対象校のない西脇市、福崎町、佐用町、市川町除く
③発展的統合に伴う講義棟等の整備
　　対象：発展的統合を行う高等学校
④県立学校の緊急修繕・環境改善対策
　　内容：消防設備の漏水、教室棟の床の破損等
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71%

127室
（127室）

160室
（287室）

96室
（383室）

選択教室の空調未整備の高校101校（510
室）を各学校において教室の使用状況を
考慮して順次整備

上段：当該年度整備室数
下段：累計整備室数

52校
【7年度】

指定された避難所指定体育館（117校）の
うち、全ての特別支援学校（9校）及び各
市町１校以上の高校（43校）の計52校を
各学校において教室の使用状況を考慮し
て順次整備

上段：当該年度整備校数
下段：累計整備校数

（特定）3,128,560

－改善基準

成果指標（アウトカム指標①）

【年度】
７年度
目標

６年度
目標

５年度
見込

指標名

選択教室の空調整備室数

510室
【10年度】

ふるさと（学校及び地域）の良さやすばら
しさを感じている生徒の割合

成果指標（アウトカム指標②）

成果指標（アウトカム指標③）

様式１


